
岸
田
内
閣
は
、
故
安
倍
晋
三
元
首
相

の
葬
儀
を
「
国
葬
」
と
し
て
９
月
27

日

に
執
り
行
う
と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の

意
義
を
「
御
功
績
は
誠
に
す
ば
ら
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。
外
国
首
脳
を
含
む

国
際
社
会
か
ら
極
め
て
高
い
評
価
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
根
拠
は
希
薄
で
す
。

そ
こ
に
は
、
人
の
死
を
政
治
的
に
利
用

す
る
自
民
党
の
狙
い

が
透
け
て
見
え
ま
す
。

安

倍

元

首

相

は

「
憲
法
遵
守
義
務
」

を
無
視
し
、
改
憲
の

旗
振
り
と
、
格
差
と

貧
困
の
拡
大
、
戦
争

が
で
き
る
国
に
し
た

張
本
人
で
す
。

そ
の
「
罪
」
の
い

く
つ
か
を
挙
げ
ま
す
。

み
ん
な
で
安
倍
元
首

相
の
「
国
葬
」
に
反

対
し
ま
し
ょ
う
。
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委員長 岡﨑ひろみ

格差と貧困、戦争できる国にした安倍元首相

政
府
・
自
民
党
は
安
倍
晋
三
元
首
相

を
歴
史
的
な
「
宰
相
」
と
祭
り
上
げ
、

閣
議
決
定
で
元
首
相
の
「
国
葬
」
を

９
月
に
予
定
し
ま
し
た
。

し
か
し
彼
は
、
「
一
強
」
を
武
器

に
国
会
を
軽
視
し
、
社
会
を
壊
し
て

き
た
事
実
は
消
せ
ま
せ
ん
。
新
社
会

党
は
「
国
葬
」
に
反
対
で
す
。

安
倍
晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」
に
反
対
す
る
新
社
会
党
声
明

政
府
は
、
参
院
選
遊
説
中
に
銃
撃
さ
れ
亡
く
な
っ
た
安
倍
晋
三
元
首
相
に
つ
い
て
９
月
下
旬
、
日
本
武
道
館
で
国
葬
を
執
り

行
う
方
向
で
準
備
に
入
っ
た
。

銃
撃
と
い
う
暴
力
は
許
さ
れ
ず
、
命
を
絶
た
れ
た
元
首
相
に
は
政
治
的
見
解
を
異
に
し
て
い
よ
う
と
も
哀
悼
の
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
８
年
を
超
え
る
長
期
安
定
政
権
を
維
持
し
た
こ
と
を
最
大
の
功
績
と
し
て
国
葬
を
実
施
し
よ
う
と
す

る
考
え
に
対
し
、
新
社
会
党
は
以
下
の
観
点
か
ら
そ
の
実
施
に
反
対
す
る
。

長
期
政
権
そ
の
も
の
へ
の
国
民
の
評
価
は
大
き
く
割
れ
て
い
る
。
長
期
政
権
下
で
行
わ
れ
た
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
可
能
に
し
た
「
戦
争
法
」
を
は
じ
め
一
連
の
悪
法
、
森
友
・
加
計
・
桜
を
見
る
会
な
ど
の
公
文
書
改
ざ
ん
や
廃
棄
な

ど
、
将
来
の
社
会
に
伝
え
る
べ
き
歴
史
そ
の
も
の
を
変
え
る
政
権
運
営
を
批
判
す
る
声
は
大
き
い
。

さ
ら
に
、
格
差
と
貧
困
に
苦
し
む
国
民
の
生
活
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
、
新
自
由
主
義
政
策
を
一
度
と
し
て
省
み
な
か
っ

た
政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
国
会
の
場
で
議
論
し
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
不
問
に
付
す
か
の
よ
う
に
、
素
晴
ら
し
い
貢
献
を
し
た
政
治
家
と
礼
賛
し
、
国
民
に
弔
意
を
求
め
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
「
国
葬
」
に
は
、
法
的
根
拠
が
な
い
。
時
の
政
権
が
恣
意
的
に
葬
儀
を
利
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
十
分
な
国
会

で
の
議
論
と
合
意
が
求
め
ら
れ
る
。
民
主
主
義
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
冷
静
に
「
国
葬
」
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

主な項目 内 容 説 明
庶民いじめの

２回の消費税増税

2014年に５％から８％

2019年に８％から10％

自衛隊の肥大化

日米軍事一体化

戦争ができる国へ

2006年防衛庁を省へ昇格

2012年日本版国家安全保障会議発足

特定秘密保護法で情報秘匿化

2015年日米合意で防衛地域拡大

安全保障関連法で集団的自衛権行使の可

能化と米軍支援拡大・沖縄に基地押しつけ

防衛費（軍事費）の７年連続増額

低賃金と格差拡大

企業利益の増大

実質賃金指数

７年間で105.3から実質9.6へ下落

法人経常利益ー7年間で59兆6381千万円から

83兆9177千万円円4割増

権力の私物化と数々

の疑惑と隠ぺい

2016年6月「森友疑惑」

なぜ国有地が８億円値引きされたのか

虚偽答弁・文書改ざん・担当者自殺

2017年3月「加計学園疑惑」

加計学園の獣医学部新設が突如認可

された経緯と説明は疑惑のまま

2019年5月「桜を見る会疑惑」

公的な場に後援会員多数招待、前夜祭の

ホテル代値引き、公職選挙法違反疑惑

安倍元首相の長期政権下の問題点と罪

国葬
反対



岸
田
文
雄
首
相
は
参
議
院
選
挙
の
結
果
を

受
け
、
７
月
14
日
に
記
者
会
見
で
、
安
倍
晋

三
元
総
理
大
臣
の
「
国
葬
」
を
表
明
す
る
と

と
も
に
、
電
力
対
策
、
安
全
保
障
問
題
に
つ

い
て
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
、
今
年
の
冬
の
電
力
需
給
の

逼
迫
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
想
定
で
、
冬
ま
で

に
原
発
９
基
の
再
稼
働
を
表
明
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
経
団
連
も
原
発
再
稼
働
、
新
増
設

な
ど
を
岸
田
首
相
に
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
電
力
不
足＝

原
発
再
稼
働
」
の
論

理
は
到
底
受
け
入
れ
ま
せ
ん
。
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
直
後
は
「
計
画
停
電
」
は

あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
降
は
停
電
や
深
刻

な
電
力
不
足
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
の

電
力
不
足
の
強
調
は
、
昨
年
出
し
た
「
第
６

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
を
意
識
し
た
も
の
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

政
府
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
２
０
３

０
年
ま
で
の
電
源
構
成
計
画
を
決
め
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・
水

力
・
バ
イ
オ
マ
ス
）
発
電
を
18
％
か
ら
24
％

と
し
な
が
ら
も
、
原
子
力
発
電
を
現
状
の
６

％
か
ら
24
％
に
高
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
向

け
て
、
今
の
電
力
不
足
を
意
識
的
に
強
調
し

冬
ま
で
の
原
発
再
稼
働
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

今
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
「
フ
ク
シ
マ
」

の
教
訓
を
生
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
を
目
指
す
政
治
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
記
者
会
見
で
外
交
・
安
全
保

障
を
「
新
時
代
リ
ア
リ
ズ
ム
外
交
」
と
称
す

る
一
方
、
５
年
以
内
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強

化
（
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
）
を
言
明
し
ま

し
た
。
ま
た
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

運
用
検
討
会
議
へ
の
参
加
を
表
明
し
ま
し
た

が
、
６
月
21
日
か
ら
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

第
１
回
締
約
国
会
議
に
は
一
切
触
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

会
議
は
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
し
た

65
の
締
約
国
や
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
ド

イ
ツ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
34

カ
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
「
ウ
イ
ー

ン
宣
言
」
と
「
行
動
計
画
」
を
採
択
し
ま

し
た
。
日
本
か
ら
は
松
井
一
實
広
島
市
長
、

田
上
富
久
長
崎
市
長
を
は
じ
め
、
被
爆
者

団
体
，
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
こ
そ
、
核

兵
器
禁
止
条
約
を
真
っ
先
に
批
准
す
べ
き

で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
も
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
日
本
が
日
米
安
保
条
約
で

「
核
の
傘
」
に
守
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
は
参
加
も
批
准
も
で
き

な
い
と
の
理
屈
か
ら
で
す
。

武
力
で
平
和
は
創
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
核
兵
器
は
一
旦
使
え
ば
熱
核
戦
争
で
世

界
は
破
滅
し
ま
す
。
非
戦
・
非
武
装
、
核

兵
器
禁
止
の
世
界
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
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お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
で
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
今
月
で
77
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
11
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
そ
の
後
処
理
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
岸
田
文
雄
内
閣
は
こ
の
教
訓
を
生

か
す
ど
こ
ろ
か
、
原
発
再
稼
働
、
核
兵
器
禁
止
条
約
不
参
加
と
、
真
逆
の
政
策
を
と
っ
て

い
ま
す
。
安
倍
政
権
か
ら
の
「
一
強
政
治
」
を
許
さ
ず
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ヒロシマ、ナガサキ、そしてフクシマ

冬
ま
で
に
原
発
９
基
再
稼
働
、
核
兵
器
禁
止
条
約
は
不
参
加

歴
史
と
教
訓
に
背
を
向
け
る
岸
田
内
閣

電力会社 再稼働予定原発

関西電力

大飯３，４号機

美浜３号機、高浜３、

４号機（福井県）

四国電力 伊方３号機（愛媛県）

九州電力

玄海３号機（佐賀県）

川内１，２号機

（鹿児島県）

演
出
す
る
電
力
需
給
逼
迫
？

ひ

っ

ぱ

く

日
本
こ
そ
核
禁
条
約
批
准
を

今年の冬までに原発９基再稼働


